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參
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；
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薇
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狀
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彼
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；あ
り
ハ
德
は
單
に
'-
^
樂
’の
遽
出
に
氣
す
る
限
り
に
於
い
て
の
み
望
ま
し 

も

の
で
あ
る
。 

而
し
てr 

‘彼
れ
.の
所
謂
恢
樂
は
影
も
聶
的
な
各
態
、に
於
け
る
'も
の
で
あ
つ
て
、
斯
く
ズ
先
づ
第 
一
£
强
烈
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。
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追
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得
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.
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^
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^
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ヶ
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ク
ト
ル
及
び
#
 士
は
市
場
ビ
®
視
，し
べ
又
食
堂
に
侵
人
す
る
に
忙
し
か 

つ
た
が
、
，
ヶ‘丨
ザ
'ル
が
西
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绝
を
#
す
る
よ
り
も
、
多
數
に
麥
す
る
施
主
と
な
る 

,t

と
が
如
.句
に
傲
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茶
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。
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猶
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前
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可
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。
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瘠
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西
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、
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鐡
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独
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猶
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价
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藥
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猶

ほ

存

し

，て 

:居
；
っ
た
の
で

〕

ぁ

る

が-、
而
も
1
國ii

以
外
の
‘絹
織
物
の
篇
が

H
*1
か
-
^
#出
を
來
ざ
；
.U
め
る
.が
爲
め
に
國
內
に
於
け
る
其
の
販
齋
を

.

.

.

. 

-

.*
, 

; 

. 

V

.:-

..'. 

••
.
.I-
:
,
:
.
.
. 

. 

r
y
-
.
-
i
- 

r
:
-
.
.
:

;-
v
v
,い-

>
.
>
: 

• 
.'(■
•,....
>

.

.

'

•

•

.VTV..;V-—

匕
；

.
 

.、■,

.
 

. 

... 

'.
•
.
.
.
. 

.

.
i
.
v
-
.
.
.
.
.

J.
V
X
*

 

.

.

.

 - 

--.r.

:-
* 

...
 

+
•
-
>
.
, 

.
 

f 

*

.

:

二 

...

r
ず

可

し

と

做

ず

の

版

も
.存
し
て
居
つ
た
。(

!s1
0lirc§

 

ま

u,uvaly 

Re
c
u

;s- 

-de 、

p
ifp
/
c
e
s

丨

丨 originales

、et 
auth

s'tiques 

c
o
n
^
m
-s
t
v
t
e
n
a
e 

d
e
s

w'tat^dalsralix, 

F

’
i
'

ぶ9, 

p. 

500
'

〕

,°
-而
し
て
、
一
千
六
芽
四
，七
配
免
士
~
‘
1
ト
±

ー
日
括
ル
ィ
4-
四
世 

の
宣
言
は
、
外
掘
#

^
品
の
*輸
入
が
，
佛
國
ょ
[)
/
‘其
の
'金
銀
の
總
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萬
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總
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濟
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滅
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；̂
ら
考
察
す
る
の
風
- 

を
坐
じ
たo

吾
人
•は
他
の
^
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激
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叫
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中
膝
階
級
の
手
中
に
於
け
る
資
本
A
集
積
を
促
滟
す
る
に
資
す
る
所
が
あ
つ
た
で
あ
ら
ぅ
。
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,

，
纏
が
て
、
放
商
主
義
扒
商
人
的
特
殊
.的
見
地
に
泣
脚
，す
る
に
至
り
、
，爲
潜
均
衡
論
が
質
易
均
衡
論
に
道
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:
譲
.る
と

共

，に
、
.
.
奢

侈

と
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も
、
舀
關
製
品
に
尉
す
る
限
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ぼ
於
い
て
は
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に
取
つ
て
»
利
で
あ
り
、
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、
て

之

れ

を

禁

壓

す

可

き

で

‘は
な
い
/が
一
，度
び
外
國
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に
间
ふ
時
に
は
輸
入
を
しV

輸
出
に
讓
せ
し
め

' 
花
貨
の
流
'出
を
來
さ
し
め」

、
昌

の

霍

を

墙

伽

す

る

も

？
と
思
惟
す
A
の
傾
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大
な
ら
し
め
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。
而
し
て
、
•倫
理
的
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傲
は
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が
て
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當
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の
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消
滅
し
て
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な

、
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侈
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舞
し
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を
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し
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と
す
る
縱
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ひ
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德
で
は
な
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、
無
道
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的
な
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抓
現
れ
た
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國
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藉
侈
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質
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哬
す
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制
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千
六
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坪
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駿
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せ
ら
れ
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蘭
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狀
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介
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运
縛
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又
、、
*-
銀
ギ
活
者
、
 

.
の

浪

費

能

力

碁

し

く

制

慨

す

る

Q

傾

向

-^
存
し
て
居
っ
た
。.
唯
だ
救
貧
决
制
度
が
幾
分
彼
れ
等
を
し
て
極
端
な
る
窮
乏
を
免
れ
し
か 

た
に
也
ま
る
0(

附
和
十
二
年
版
拙
著『

重
商
主
義
經
濟
學
說
孙
究
ぢ
七
五
^—

セ
六
ニ
頁
、
及
"ひr

三

田

學

會

雜

第

•ニ
十
九
魯
第
八 

，
號
所
載

『

分
酤
論
以
前

』

參
照
、

3 。 

. 

_
 

.
 

•

ノ
ハ
.

'
 

,

消
費
說
濟•思
#
史
概
觀
 

”九

(
七
. ，3
^
〕



；i

^
S
B

.

.

,

1

總
濟
浪
螌
槪
灌
、

•'
•

:

 

- 

• 

ニ
0.(

s

o)

0
ぃ
あ
な
及
1)
'
に
於
い
て
は
國
^:
に
取
，0
て
有
利
な
る
も
の
，で
?>
:
つ
て
> 
爱
れ
に
由
：つ
て
技
巧
&*
獎
鄕
し
，、
人
民
に
職
を
與
へ
、
金
銀 

i
賢
•を
國
内
に
保
®
す
る
を
#
る
も
の
で
あ
饫
,
兑

、
國
民
中
の
へ
'或
る
’者
が
著
修
放
逸
な
る
生
活
に
ょ
つ
て
零
落
レ
た
と
す
る
な
ら
ば

、
 

t
i
l
t
準
じ
て
也
の
，も
の
は
出
'世
し
.、'I
-

且
ク
貨
勝
は
一
勝
移
動
的
と
'な
り
、
人
民
に
弾
し
て
允
な
る
刺
戟
と
i
足
と
を
與
ふ
^
に
至
る 

び
き
*も
'の
セ
.あ
る
と
殿
惟
す
る
に
止
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
、る
_
耍
の
形
態
は
等
し
<.
.货
，
貿
舄
に
取
つ
て
有
利
な
る
，こ
と
を
主
張
せ
ん
と
す 

る
、の
態
度
を
示
し
^T
‘
彼

‘
等
は
中
世
的
見
解
と
成
全
微
皮
餘
に
、
購
入
者
の
地
位
及
沙
身
分
と
は
全
く
無
關
係
に
箸
侈
を
是
認
し
•
V:
1- 

丨

sj

れ
を
別
戊
^
ん
と
す
る
の
傾
向
を
冇
レ
で
居
つ
た
.0
サ

レ
•ゥ
，
ィ
丨
リ
ア
ム
•、。へ
チ
ィ
は
、

響
^
-い
豪

な̂

る

觀
物
、
m

^

n其
の
他
に 

貴
さ
ル
た
貨
幣
は
‘旌
れ
等
.の
も
の
、
上
に
，勞
作
，せ
る
職
火
に
拂
ひ
戾
名
る
.、
所
で
あ
.り
、
斯
X
の
如
き
職
敷
は
無
益
々
も
の
で
あ
り
、
單 

に
裝
飾
的
な
る
.の
觀
あ
'る
.も
办
で
，は
れ
石
が
1
而
も
、
•ロ
虹
れ
等
は
縦
が
て
最
も
^
用
な
る
%■
の
、
卽
ち
釀
造
者
、
麵
雜
屋
•‘*栽
縫
師
、
 

靴
屋
典
灯
他
に
拂
ひ
戾
さ
れ
る
と
袞
ふ
裡
甶
，に
據
つ
，て
之
れ
ぶ
逄
認
し
、
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を
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す

る
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と
备
乘
I
人ii 、

一
般
の
奢
侈
的
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が
エ
藝
の
進
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す
る
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放
.
を̂
以
つ
亡
個
人
に
取
0
て
は
有
害
な
石
骚
習
で
’あ
る
が
、商
エ
業
.に
取
つ
て
は
然
ら
ず
と
做
.し
、
華
美
な
る
都 

市
坐
活
ほ
國
家
の
收
入
釔
增
加
す
る
も
の
で
あ
る
と
觀
、(
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7
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リ
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ノ
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は
交
易
に
.對
す
る
虫
た
る
'刺
軟
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.以
つ
て
，人
間
の
物
欲
で
^
る
と
觀
、
之
扎
を
抑
制
す
る
の
效
搌
あ
る
赛
侈
禁
止
法
の
如
き
方
策
を
以

つ
ズ
贩
勉
の
墙
喪
^«
.る
も
^
で
あ
る
と
敌
し
た
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に
於
い
て
位
、
ル
イ
十
四
世
は「

國
！
、は
彼
れ
が
巨 

大
な
る
支
出
を
爲
す
の
時
、
賑
恤
を
行
ふ
も
の
で
‘扳
名」

と
撒
し
た
と
傅
'へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
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1

1

,
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.斯
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の
如
身
鬼
想
的
傾
向
‘は
遂
^
マ
ン
.デ
.ヴ
ィ
'ル
ー
の

『

鸾
蜂
鄭
論

J
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k

齡
ま
だ
け
^

^
已
ま
'な
如
つ
た
。
彼
れ
は
賢
明
な
る
施
政
を
^

,

つ
て
し
た
な
ら
ば
、
全
人
民
は
自
^
の
生
處
せ
る
も
の
を
以
つ
’て
^
入
し
得
る
限
り
^
多
量
れ
が
國
產
奢
侈
品
ゎ
中
に
雯
り
な
が
ら
、
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な
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と
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あ
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。
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ひ
、
兵
士
を
し
て
充
分
な
る
茭
拂
を
受
け
、
永
く
其
の
，訓
練
に
於
い
て
遺
憾
な
き
を
得
た
な
ら
ば
，
富
裕
な
る
國
民
ぱ
想
像
し
得
可
き
：
 

總
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.

の
安
慰
と
充
實
と
の
中
に
坐
存
す
る
を
游
可
く
、
而
し
て
其
の
幾
多
の
部
分
に
於
い
て
人
智
の
案
出
し
得
る
極
限
の
華
麗
と
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怒
承
す
と
同
時
に
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隣
邦
に

H

つ
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尊
敬
畏
怖
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.ら
れ
得
ん
も
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で
あ
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と
主
張
せ
ら
れ
た
。

C

前
褐『

茁
商
主
義
經
辯
學
說
、
 

硏
究』

T

O

5四—

f

Q;5
VN
頁
參
照〕

。
實
に
此
‘の
時
代
.に
於
3
-て
、城
* 

'
'
あ
ら
.ゆ
る
經
濟
的
進
步
ば
悉
'<
皆
、
奢
侈
的
欲
求
の
形
態
を 

取
つ
て
先
づ
現
れ
る
も
の
ネ
必
る
か
ら
• 

‘
藉
條
は
.經
濟
的
發
'達
に
取
つ
て
必
要
な
る
現
象
で
あ
る
と
觀
じ
、
而
し
て
.奢
侈
的
消
费
K
貧
，
 

民
に
勞
働
ひ
機
會
を
與
，
へ
る
も
-の
で
あ
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又
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千
八
酉
十
五
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げ
恐
慌
は
英
國
市
場
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震
蕩
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多
數
の
，勞

働

容
を
し
て
失
、業

の

境

涯

に

陷

ら

し

め

、
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が
て
暴
動
と
機
械
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と
を
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逄
起
す
に
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ら
し
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た
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は
英
賴
製
造
業
者
の
、激
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か
ら
坐
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た
，も
の
で
あ
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て
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彼
れ
等
は
戰
時
を
通
じ
て
輸
出
す
る
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と
の
‘出
來
な
か
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た
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^
を
藉
賴
す
る
の
血
む
な
き
狀
態
に
在
つ
た
が
、
平
和
の
党
服
に
際
し
て
•

其
の
供
給
は
逾
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に
大
踏
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要 

I:
.超
過
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も
の
が
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た
の
ヾ
お
る
。
、一
ザ
八
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十
八
¥
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親
た
な
る
恐
慌
ゆ
新
た
^
る
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し
て
西
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英
國
市
場
1
麻
痺 

、
せ
-し
め
た
0,
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モ
：
ン
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*ぐソ-
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濟
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ぜ
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す
.る
需
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。
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勞
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す
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彼
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ら
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應
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總
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；
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。
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又
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縮
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縮
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萬
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陪
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榮
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蓍
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ら
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あ
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あ
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せ
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濟
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取
り
扱
ふ
可
き
何
物
を
も
、有
せ
ざ
る
も
の

-で
あ
る
。
彼
れ
は【

特
殊
科
學
の
主
題
と
-^
尤
パ
’富
の
消
費
に
關
す
る
如
何
な
る
法
’則
^
も 

認
め
.る
'

と̂
が
な
か
っ
た
。
是
れ
等
の
も
の
は
人
間
の
享
樂
の
諸
法
則
以
外
の
何
物
で
も
あ
り
得
な
W

O經
齋
學
者
は
其
れ
自
體
の
爲 

め
^
'消
费
を
取
り
扱
へ
る
こ
と
看
っ
て
な
く
、
常
に
、
如
何
な
る
態
樣
に
於
い
て
相
異
れ
る
消
費
の
種
類
飲
富
の
虫
產
及
び
分
、配
に
釤 

響
>
る
.か
-^
研
究
す
る
の
目
的
を
'以
つ
，て
之
れ
'|
:
論
じ
た
.の
で
あ
る
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9
3
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嚴
濟
學
は
專
ら
富
の
取
得
及
び
消
費
に
從
事
す
る
も
の
，と
し
て
人
類
を
考
察
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す
る
と
做
し
て
、
其
^
間
に
.幾
分
の
矛
^

を
包
有
せ
る
が
如
く
で
あ
る
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中
に
は
‘遂
に
•消
費
論
な
る
.部
‘門
は
看
出
さ
る
、
こ
と
が
な
か
つ
た
o
'
,

•

'
力

，
、
'

-

.

'
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經
濟
學
者
^:
の
間
に
は
又
、
消
費
の
本
質
，士
し
て
財
貨
の
使
用
上
强
調
す

‘る
者
と
M >
ff
i
>の
'喪
朱
‘に
重
.き
を
置
.く
者
と
を
出
し
た
。
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.セ 

1
が
消
费
を
ぶ
っ
て
-物
の
效
斯
を
酿
壊
V

物
の
價
値
.を
無
ぐ
す
，る
忙
往
り
と
觀
允
こ
と
は
前
述
の
如
く
で
あ
.る
0デ
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ァ
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彼
れ
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傅
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消
費
す
る̂:
卿
ぴ
软
肝
又
は
價
値
を
全
亂
若
し
く
は
一
亂
破
^
す
る
に
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い
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マ
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ラ
ッ
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は
爾
費
を
以
つ
て
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質
の
^
#
右̂
し
く
は
絕
滅
を
意
味
す
を
こ
と
1
く
、-
單
に
貨
物
t
し
て
有
用
且
つ
願
は
レ
き 

も
の
太
ら
し
む
る
性
質

-(
0
消
費
;̂
し

く

は

絕

滅

で

あ

る

，と

解

し

た

0
ハ
前
损
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學
£
上
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五
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參
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マ
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部

分
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条

般

的-^
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あ
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と

做

し
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，初
め
て
衆
國
に
ボ
い
て
正
式
に
經
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っ
gb
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を

用

せ

ん/J

と
を意

！！

す
^
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-に
ょ
つV

購
A
せ
ら
る
、Q

時
、
消
費
せ
ら
る
と
稱
せ
ら
れ
るQ

て
あ
る
力
、
 

そ
は
數
時
代
の
間
續
v>
て

役
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を
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^
の
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ど
と
附
言
し
な
け
れ
ば
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ら
な
か
つ
た
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m
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と
題
し
て 

ー¥
八
百
ニ
十
年
に
發
梵 

せ
ら
れ
、
同
二
十ill
年
の
礼
版
に
於
い
て
改
亂
也
ら
れ
た)

。
シ
ィ
一
一
ィt
T.
ば
、
生
產
せ
ら
を
\
殆
ん
ど
總
ぺ
て
の
, ^
の
が
、破
痛
せ
ら 

る
丄
こ
と

は

眞
^
で
あ
，る
が
、
乱
も
吾
，人
比
そ
が
，破
壞
せ
ら
る
\
如
爲
め
ぜ
生
辑
せ
ら
る
、
こ
と
を
承
認
す
る
7
と
を
得
ず
と
做
し
た
*0 

、

そ
•は
利
、用
^
ら
る
X
の
目
的
を
以
つ
て
坐
產
せ
ら
れ
る
。
食
料
及
び
销
料
の
如
き
、
是
れ
等
の
も
の
を
使
用
す
る
の
行
爲
其
の
^
に
於 

.い
ヒ
^
失
す
る
底
'の
，も
わ
が
最
ネ
肝
要
な
る
貨
物
で
耖
る
が
敗
に
、ン
消
費
音
语
普
く
何
等
か
の
|

利
用
す
る
こ
と
を
表
現
す
4 

も
っ
と
し
て
用
ひ
ら
れ
て
來
た
の
A

I

O

-タ
i

•ぶ
ァ
は
言
ふ
、
若
し
消
費
が
總
べ
•て
の
.
.生
產
の
具
で
あ
る
こ
と
が
眞
で
あ
A 

.な
ら
ば
、一

.

家
屋
の
居
住
者
は
其
の
消
费
者
と
.
せ
,̂
れ
t
け
れ
-ば
な
ら
‘ぬ
が
、
而
も
故
れ
を
其
の
破
壞
者
と
鄭
■ぶ
•こ
と
は
奇
妙
で
あ
‘ 

•ら
ぅ
-
藎
し
-
そ
は
住
は
れ
な
け
れ
ば
遙
か
に
速
か
に
破
壊
せ
ら
る
和
き
こ
ど
が
機
か
、で
■あ
る
•が
故
で
■あ
る
。「

使
用
す
'る」

と
运
ふ
'辭 

.

.
句
が「

消
費
す
.る」

と
一K

ふ
其
れ
に
代
ら
し
め
ら
る
、
ぐ
と
が
出
來
た
な
ら
ば
、
經
濟
學
の
術
語
•に
於
げ
る
一
進
歩
で
あ
レ
ぅ
、
と
彼
れ 

汰
跏
惟
し
た
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き
獨
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經
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學
者
に
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つ
て
も
、
使
用
は
消
費
の 

決
定
的
特
徵
.で
あ
つ
て
、
價
膨
齋
失
は
然
■
■る
も
，の
で
は
な
か
つ
た
o 
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j
年
間
獨
暫
に
滯
在
し
、
特
に
へ“ル
^
ン
に
貧
ふ
观
の
あ
つ
た̂

ン̂
-フ
"ィ
1
ル
ド(

T

ぎ3
a
s

 C. 

B
a
n
f
l
e
l
d
)

は
澈
費
.の
理
論
を
以 

つ
で
經
濟
學
の
科
學
的
截
礎
た
る
可
き
も
の
と
看
做
し
、
而
し
て
、
消
費

‘理
論
の
第
一
命
題
を
以
つ
て
、
•等
級
に
於
ける
•あ

ら
.,
ゆ

る

，.
.よ
れ
促
含
欲
'望
の
滿
足
.は
よ
り
高
き
t
格
の
願
望
を
創
造
す
る
と.一
其
ふ.に
'在
り
と
做
七
た
。(
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^

o

o最

初

の

欲

，
望

と

し

.て
の
食
料
，は
そ
扒
如
何
な
る*
独
を
費
す
こ
と
あ
丨
る
も
、
浓+
に
滿
足
せ
ら
れ.な
け
れ
ば
な
ら
ぬ0
食
料 

,
,
•が
豐
當
と
尨
る
に
比
例
し
て
他
の
諸
紙
望
は
其
め
，重
要
性
を
高
め
、
而
し
て
其
の
種
々
な
ジ

^

ぢ
の
程
度
忆
.從
や
て
.分
類
せ
ら
る
、
絕 

<

ず擴大しつ、ぁス

0
.願望れ連系が

’唤起せられ

1
0(

迗
?*
?
6
0
0
0
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■
,

、

.
、
バ
y
フ
ィ

ー
ル
ド
は
一
督
緊
沏
清
る
欲
ぶ
ヒ
漱
足
す
る
，の
、費
料
が
低
廉
と
な
る
，は
必
然
«

.一
の
も
.の
を
滿
足
す
る
が
爲
め
に
费
さ
る
，
 

.

馨

を

，
牛
；
ぜ

し
，む
る
も
の
で
ぁ
る
士
做
し
て
、
，自
由
見
易
を
擁
_
.し
た
の
で
，ぁ
る
が
、「

消
費
6
理

論

は

經

濟

學

'の

科

學

的

装

礎

で

ぁ 

へ
る.

」

と
一

K

ふ

彼

れ

の

學

說i
其

の

論&

の
‘關
鏈
と
し
て
採
用
し
、
其
の
.最
も
特
色
ぁ
る
諧
學
說
を
明
確
に
效
f
f
l
の
理
論
に
基
か
し
め
、
而 

し

,^
此
•の
效

用

の

理

論

を

以

ウ

て

消

費

わ

理

論

と

看

做

し

、

且

つ

，明

.
に̂
、、
經
濟
學
わ
理
H

費
の
疋
掘
な
る
班
論
を
以
ヴ
§

ま
：
 

ら
な
け
れ
ば
杈
ら
ぬ
旨
を
主
張
し
た
者
は
ジ
JC
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ォ
ン
ズ
で
軚
つ
た
。
消
費
論
を
經
濟
學
よ
り
排
除
也
ん
と
：せ
る
‘ジ〉*.
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富
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質
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叙

し
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、
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後
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い
て
述
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彼
れ
を
以
つ
セ
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れ
ば
、
数
用
は
内
往
的
性 
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で
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は

な

く

し

て

>寧
ろ

，
人

間.の
所
翠
に
對
す
名
其
の
關
係
.か
ら
1
生
す
る
諸
物
の
情
況
で
れ
る
'と
稱
せ
ら
る
可
皂
で
ぁ
る
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效
用
カ
，程
度
は
'-
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啊
の
數
量
と
共
に
變
化
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而
し
て
緹
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數
量
の
增
加
す
る
に
連
れ
て
減
少
す
る
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p
.
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の
シ
ォ
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ヮ
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ス
ぜ
亦
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事
實
土
ジ
t
ゥ
ォ
ス
ズ
と
同
一
の
見
地
箕
究
ち
、
消
费
の
理
論
を
喚
起
す
可
き
所
要 

の
'滿
埤
の
'考
#
を
以
ヴ
て
其
の
:*
換
盪
學
說
の
I

•
た
ら
し
め
-た
の
次
め
る
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彼
れ
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滿
足
せ
し
.め
I

、
最
後
の
欲
堅
の
强
度

」

’ 

「1

ばt
e
i
€

 

&
ひ
§

茗

o:
i
s-〕

と
稱
し
た
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の
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卽
ぢ
ジ
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ヴ
ォ
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ズ
の
，所
謂
>1
效
用
の
•最
終
為
度」

に
^
し
い
も
の
‘で
あ
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つ
亡
、
彼
れ
は
之
^
を
典
の
父
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
；

ケ
フ
ス
に
倣
つ
'てr

稀
少S

C
H
e
t

ふ
ど
名
附
げ
た0
效
用
の
程
策
は
敏
*
の
增
加 

に
連
'
て
說
少
す
ケ
9
識
し
、
貨
物
-の
連
續
的
單
位
を
以
づ
て
滿
足
せ
し
め
ち
る
ふ
欲
望
は
§*
次
其
の
重
要
怊
を
減
ず
る
に
至
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ヵ
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^
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ぺ
文
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喷
1
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‘ヮ 

'ラ
ス
はr

稀
少
性
U-
を
以
つ
て
價
格
の
、狀
定
原
因
た
ら
し
め
义
も
の
で
、
は
あ
，
つ

.た
が
、
而
^
彼
れ
の
中
心
螟
說
を
構
成
す
る
も
の 

咕
一
ぶ
的
^

^
询
^
理
論
で
^
づ
た
ぅ
然
岑
に
、
之
れ
と
殆
ん
ど
:^
-^
同
匕
ぅ
し
で
發
、坐

を

見

た
心
理
學
派

.は
、
財
貨
の
購
■入
#
卽
ち

消

費
者

の

心

懈

內

に

，於

け

る

8

的
評
價
颯
轉
に
對
レ
て
識
場
1

決
，定
*
於
ボ
る
.原
&
的
*
位

を

與

へ

、

而
し
て
生

f

及
び
交
換
-の
，.，
 

i

程
を
消
費
者
の
選
擇
に
從
臌
せ
し
め
次
。■
彼
爪
^
は
消
賢
#
の
激
釋
?:
•
.説
明
す
右
に
際
し
て
效
用
遞
減
及
.び
限
界
效
用
.均
等(

の
精
巧 

な
各
軋
論
を
打
.^
建
>
^
0 

の
術
は
、
' 菩
^
%
;
1
物

の

消

*

を

血

め

て
,1
>

他
物
に
移
そ
の
時
機
を
知
る
‘に
存
す
‘
‘る

,°
居

人

姑

吾

人
 

の
消
費
の
®
め
に
財
货
を
選
擇
ず
る
に
際
し
，て
'、
先
づ
#
,
-
<
が
選
擇
.す
可
き
諸
貨
物
の
限
界
效
用
を
考
察
す
る
。
‘極
致
は
、
谓
費
せ
ら■ 

る

、

總

べ

，
て

の

.財
貨
の
亂
界
效
用
が
. ^
も
等
し
，い
際
に
到
達
せ
.ら
れ
る
。
斯
く
て
、
消
費
の
科
擧
的
理
！1

が
^
成
せ
ら
れ
る
。

ァ

ル

、
ス
レ
ッ
ド
•
マ
飞
シ
ャ
ル
の
妯
含
綜
合
主
蘼
者
は
、
'彼
の
A

ン
フ
ィ
ー
ル
ド
に
よ
つ
て
提
唱
せ
ら
れ
、ジ
ェ
ヴ
ォ
ン
ズ
に
ょ
つ
て 

採
闬
史
‘ら
X
た「

消
费
^;
理
論
は
經
濟
學
の
科
學
的
莪
礎
で
あ
る」

と
运
ふ
學
說
'|
:
>勝
な
り
、と
す
る
者
で
は
'なか

つ
•たC

藉
し
バ
欲
望
の 

科
#
、，に
於
け
る
主
た
る
關
心
事
の
多
く
は
努
カ
及
办
祐
動
の
‘科
_
か
ら
僻
用
せ
ら
る
\
が
故
で
'ぁ
る
。<PHinciples 

of 

W0
0

1F

v

f

r

s在.ed

ベ
.？
.

9
0
0
0

而
4
猶
ほ
、'
彼
れ
は
其
‘の
大
著
の
第
兰
編
隹
於
い
て
一

.欲
望
と
-其<0
'
滿
足
に
就
い
て
’

」

論
匕
、是
れ
を
以
づ
、
. 

て
辩
要
及
び
消
費
の
斯
究
と
做
し
、
第
四
編
を
以
つ
，て
、
其
の
.

1.

般
的
性
質
に
於
'い
-て
、
過
去U

#

代
を
通
じ
て
一
，
般
經
濟
學
に
關
ず 

る
殆
ん
ど
緦
べ
て
.の
英
國
#
に
街
つ
て
大
，な
名
他
位
を
，

^:
へ
ら
れ
た
生
産
，論
に
相
應
.す
:̂
>
生
產
要
素
|
|、に
充
す
軀
が
て
'第
五
.鲷
に
於 

-

•い
て
、
需
.要
、
供
^

^
び
顏
値
の
一
般
的
關
係
を
取
极
拍
ん
と
し
たO ' 

: 

,
! 

: 
, 

、 

消
費
論
に
對
す
る
マ
ー
，
、ゾ
ャ
い
ル
の
寄

;^
中
敉
に
擧
示
せ
^
る
可
、き
も
の
は
需
要
の
‘弾
力
性
及
，び

消

費

者

餘

剩

に

關

す

る

も

の

t
あ
ら
，

• 

ぅ
9
種
々
な
る
貨
物
の
' 間
に

於

，け
る
需
興
の
弾
力
性
の

’相
違
は
固
：よb
彼
れ
以
前
に
於
い
て
旣
に
一
‘定
の
1

に
ょ
つ
て
或
る
程
度
迄 

,

感
鄺
せ
’ら
れ
て
は
居
つ
た
が
、
而
も
未
だ
茧
確
に
體
得
せ
、
れ
表
現
せ
ら
る
、
所
が
な
が
つ
た
の
'で
あ
る
り
ジ
*
ン
ン
P
ッ
ク
P
生
活 

の
絕
對
、必
要
品
と
多
少
の
程
度
に
於
い
て
布
用
な
る
物
，件
と
を
區
別
し

'»
而

し

て

前

者

に

對

す

る

需

要

は

彈

カ

性

に

乏

し

く

、
後
^

に
對 

す
る
興
れ
は
•多
少
の
程
度
に
於
い
そ
弾
力
性
を
有
す
る
、こ
と
を
會
得
せ
る
が
如
く
で
は
あ
レ
が
ク
而
も
彼
れ
の
言
辭
は
达
れ
を
充
分
に
. 

.明
瞭
な
^

し

め
る
で
と
が
な
か
つ
た
。

(

mr
g『

蜇
商
由
義
經
濟
學
說
硏
究』

.5
ハ
六
I
五
六
七
頁
參
照)

。
口 

rグ
デ
ー
ル
«:
■
前
述
の
如 

く
、，
需
要
^
弾

カ

性

が-«
物

の

本
質
に
故#'
す
る
と
と
を
知
悉
し
て
風
つ
た
9
ウ
ィ
リ
ア
ム
•
フ
ォ
ス
グ「

丨
• 
ロ
イ
ド
が
阐
異
れ
る
欲
望 

を
以
つ
弋
其
の
種 

>
な
’る
相
«
に
：從
つ
.て
カ
の
，
程

度

相
^
れ
，る
發

條̂
よ
り
て
表
示
，せ
ら
る
职
声
も
の
と
觀
た
る
時
、
彼
れ
は
是
れ
^

由
?
蟲

1

ぞ
意
阵
し
て.防
つ
た
1(

'猶
揭『

宙
版
西
滯
緻
娘
書
解
題

』

六

哪一.
K

參

照

％
>

ル
か
ス
及
び'ジ

，日
、、

V

•
ス

チ
„
ア
ー
ト
.

,
ミ

4
は
辦
貨
物
が
慣
格
に
‘於
け
.るj

.定
の
變
化
^
關
聯
せ
を
購
入
せ
ら
る
、
ft
f

m於
け
る
變
化
の
高
に
於
ぃ
ず
^
し
く
相
^,
す
る
と 

と
を
顧
め
た
o
ミ
^
は
！̂

^「

若
し
-其
の
物
品
が
生
游
の
必
^
品
^
板
ケ
て
人
^
は
故
棄
す
る
よ
り
も
寧
ろ
如
何
な
る
慎
格
に
於
ハ
て
一 

も

之

れ

，

H

樹
し
て、玄
柳
は
ん
ゼ
す
み
も
の
'で
あ

る

，な

ら

ば

、
1
1ー
分
<6
一
 

の
不
，足
.
價
格
を
ニ
倍
、-
三
倍
若
し
く
は
四
倍
に
1̂

き
上
げ
る 

と
と
，が
ぎ
る
で
あ
ら
ぅJ

と
0
而
-̂
て
，
彼
れ
は
叉
、供
給
が
滞
耍
を
齡
過
レ
た
際
に
.ば
食
料
品
，.の
如

き

も

の

~
に

在

<>
;
て
は
、
旣k

十
分 

消
鑛
濟

‘思
想
臾
槪
難
'
■

へ
. 

，

三

九

「

八
一
九〕

、



消
費
■經

濟

思

想

却

槪

觀

f

四
0

，
 

’

(

•八
ご
o) 

ノ
 

に
之
れ
を
#
す
る
者
は
‘%;
其
の
低
廉
な
る
が
爲
め
に
^
^
多
べ
を
要
求
^:
る
ど
と
な
き
を
以
ク
て
低
廉
に
‘よ
つ
.て
坐
.じ

た

消

^

^

增

加
 

は
暨
怍
に
よ
つ
て
生
じ
だ
餘
分
れ
供
給
の
極
め
て
小
紀
る
！
^

を
拉
し
去
ん
に
過
ぎ
ず

と

做
七
た
。
.
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528、
529 

,い？
又
，.日
く
、「

或
石
物
は
其
の
煱
刺
若
し
く
呔
不
延
の
興
れ
よ
り
‘も
大
效
る
、比

率

に

於

い

.て 

影

歡

せ

ら

る

、

の
常
で
あ
り
、
他

は

小

な

る

.比
率
‘に
於
い
そ
影
響
せ
ら
る
、
の
：常
で
あ
る」

ー5

と
。(

i
b
i
d
v
v
o
-
i
i
,

ブ

1
6
0
0

オ
ー 

ギ
ュ
ス
タ
ン
•
ク
ー
ル
■ノ
オ
'は
弾
力
性
の
原
理
を
堅
く
：把

搌

し

而

'し
.て
、\
其

のRecherches s
u
r
l
e
s

 

prindpes 

mathsBatiques 

de 
二 a t

h
l
e
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d
e
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 richesses, 
1

O0
.3
B
，
迄
於
い
そ
、
之
れ
に
正
確
か
る
數
擧
的
形
態
を
與
へ
た
，
o

燃

し

な

が

ら

，、■之
れ
に
澍
し
て「

需 

要
の
弾
九
性」

な
る
i
fg
を
與
へ
、
經
濟
學
者
を
じ
て
.之
れ
'を
熟
如
す
る
に
至
k
し
め
た
も
の
は
.マ
ー
シ
ャ
'ル
で
あ
る
。

..

、
彼
れ
に
從
へ
ば
、

一
市
場
に
於
け
る
需
聚
の
彈
カ
性(

&
5
0 -
.&
7 of d

e
m
a
n
d
)

は
、
價
格
に
於
け
る一

定
の
下
落
に
對
し
て
需
要
せ 

ら
る
S
高
の
壻
加
す
る
こ
と
炉
多
.い
か
少
い
か
、
又
、
猶
格
に
於
け
る
一
定
の
.昂
_
に

對
し
て
減
少
す
る
こ
と
が

#-
い
か
少
い
か
に
從 

つ
て
，
’
.
大
若
し
く
は
小
で
あ
るo_(princi'pl、es 

of Economics,‘yol.i;

•二
ぶ0,,p. J

6
2
:)。

彼
れi

T

概
し
て
需
要
の
彈
カ
性
は
一 

物
件
の
價
，格
が
»
買
者
の 

一g

級
の
齊
カ
に
對
レ
て
相
對
的
に
甚
だ
，高
い
際
に
は
、
而
し
て
そ
れ
が
甚
だ
低
い
際
に
は
洱
び
、
小
で
あ 

'る
が
.、
吾
人
が
か
水
準
及
び
被
水

1
:と
呼
び
得
る
所
の
も
の
、
，間
に
介
在
す
る
傲
格
に
"對
し
て
は
遙
か
に
よ
り
大
で
あ
る
、&.と
を
主
張 

す
る
'。(

ぽ
ぼ
ケ
此
の
點
に
於
い
て
後
版
に
は
若
干
の
修
班
が
施
さ
れ
て
れ
る
。

c
,
r .cn
-t
h
, 

ed,,
19<}>

p. 

1
0
3
0
0需
要
の 

撋
カ
性
.は
消
於
者
が
價
格
の
>
落
に
於
い
て
有
す
る
利
'^
’並
び
に
課

-m
、

獎

勵

令

及

び

獨

占

の

結

果

を

把

定

す

る

主

要

^-
る
耍
素
で 

，あ
る
。

一
財
賢
，に
對
す
る
需
要
の
彈
力
性
は
其
，の
生
，產

^*
,關
聯
せ
る
胄
^
の
上
に
重
要
な
る
關
係
^
有
す
' る

,0
需
要
^
彈
カ
性
大
尨
る 

は
價
格
の
'安
茫
を
意
账
し
、
彈
カ
迪
小
^
る
は
價
格
の
不
安
^
を
意
味
す
^:
。
前
#
界
大
靡
後
に
於
け
る
農
產
物
の
比
較
的
小
な
る
'生 

產
過
多
は
_
業
偕
級
に
‘取
っ
て
破
滅
的
な
1
低
價
格
を
‘現
出
せ
し
め
^
^
‘
.
で
、
ぁ
る
。
斯
く
の
‘如
き
■價
格
の
不
安
定
を
免
れ
ん
と
す
る
の

念
は
種
々
な
る
方
法
♦を
以
づ
て
す
る
統
龇
を
喚

®
す
る
，主
嬰

な

，
る

動

機

と
.^
る
の
で
あ
る
。

/.
.

「

消
費
者
の
レ
•
ン
トl(

c
i
u
m
e
r
s
-

 r
e
s
)

な
る
語
は
同
じ
く 

>
'
1

シ
ャ
.ル
に
よ
っ
て
、
或
る
人
が
其
'の
吏
拂
ふ
貨
幣
の
彼
れ
に
^
 

す
る
價
値
以
上
に
其
.の
货
物
'の
購
入
か
ら
取
得
す
る
趣
過
若
.し
く
は
餘
剩
滿
足
の
^
を
表
ー
不
す
る
が
爲
め
に
镍
<
せ

ら

'れ

た

術

語

で

あ 

る
.。
.或
.̂
人
.が
之
れ
な
く
し
て
.濟
ま
す
よ
1)
'も
寧
.ろ
_何
等
か
の
滿
足
に
對
し
.て
.洽
も
'甘
§

セ
支
|
は
ん
と
す
名
所
の
も
の
が
彼
れ
-に 

對
す
名
滿
足
'の「

經
濟
的
尺
度」

で
あ
,̂
.0
H.
h
e
 

Pure Theorf 

' (b
o
l
s
t
i
p
〕
v
a
i
i
,
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f
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消
費
苕
の
レ
シ
ト
‘

」

な
、る
名
辭
は
類
推
的
に
，使
用
せ
ら
れ
る
o「

地
代」

卽
ち「

地
主
の
レ
y
ト」

な
る
名
辭
は
鹿
物
を 

上
ぐ
；
が
爲
め
に
必
然
生
ぜ
し
..めら
>る
、
茭

出

を

借

她

農

に

補

彼

す

る

.が
爲

め

に

恰

も

要

せ
'ら
る

、
高

以

上

に

出

で

た

土

地

の

全

^

物 

の
慎
値
の
超
過
汾
に
.適
用
せ
ら
办
る
o
,同
樣
に
消
费
者
の
.レ
ン
•ト
は
、
或
'る
人

が一

貨

物

を

取

得

す

，る

が

爲

め

.
に

行

は

な

け

ル

ぱ

な

ら 

ぬ

支

出

以

上

に

出

で

た

彼

れ

の

’購
人
す
る
貨
物
の
金
高
の
彼
れ
忙
亂
ず
る
價
値
の
超
過
分
で
氙
る
ス
彦
?*p. 

2O1
-
0
O'同
一
の
段
費
ぶ 

よ
っ
て
和
異
れ
る
購
入
^
!に
與
べ
ら
.名
\
滿
足

.の
高
は
遊
し
く
-^
違
す
る
と
と
.あ
る
可
，き
が
故
に
、

一
定
の
消
費
者
レ
シ
K
は
餘
剩
紀 

足
.の
不
等
な
る
高
を
表
东
_す
冬
に
と
‘が
あ

る

セ

あ

，ら

ぅ

，

:°
特
に
、
ニ
貨
物
.の
'效
用
は
、
其
の
プ
が
.主
ど
し
て
富
者
に
よ
っ
て
消
費
せ
ら 

れ
、
' 而
し
て
他
が
生
と
.し
，て
、貧
民
に
よ
つ
て
消
嫂
：せ
ら
る
、
應
に
は
、
.是
れ
#
の
も
Co
.く
貨
幣
尺
度
に
よ
っ
ゾ
近
似
的
に
す
ら
表
示
せ 

ら
れ
'る
と

看

做

，さ

る

、
、こ

と

是

得

な

^-
9
.
#に‘於
い

，ズ

乎

、

マ
、
丨

シ

ャ

ル

は

1
，消
費

#

レ
ン
ト
の
見
積
の
實
際
的
存
用
性
は
、
考
察
.せ
丨

が
*
證

譬

)

編

賴

I :
■
摩
勘
^

_

,

騰̂

顏

據

■
顏

_

_
斷
_

,

_

_

_«,
ぽ
：馨

，る
場
合
に
限
ら
^
-
I
^
a
と
を
指
摘
す
る
。
へprirdplcs 、

ed., ISO;, 
0
V-
c
i-r
s

,17

00-179.30.

而
も
猶
ほ4

ロ
成
的
消
費
蓉
g
幣
レ
ン 

ト
の
概
念
が
«
に
實
際
询
價
，値

を

有

す

る

こ

と

が

、

_

ぜ
ら
れ
.る
0
或

る

麗

.の
賦
課
は
是
れ
に
ti
l
づ
て
消
費
者
に
蒙
ら
し
め
：倉

、 

1
害
祀
比
例
し
て
頗
る
小
な
.る
收
入
を
國
家
に
，齎
す
こ
と

^
る
可
.き
で
あ
ふ
消
費
#-
餘
.
の
歡
念
は
又
、
無
拘
束
な
る
競
^
に
.よ
っ
て 

丨
消
齋
禁
思
想
史
槪
觀
へ
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.
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四
一
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取
导
せ
^
る
、
利
益
の
最
大
限
が
必
4
丨
し
も
取
得
，レ
得
る
最
大
«;
能
の
利
益
.忙
非
ざ
.る
こ
と
を
立
證
.す
る
に
資
ず
可
含
も
の
で
あ
る
。

V
最
大
限
の
‘社
會
的
利
益
-の
'既
理
•と
看
做
^
れ
た「

自
FH
放
任」

は
歡
だ
に
實
•際
的

‘
の

み

な

ら
1
、
理
論
的
に
も
亦
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事
實
の
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に
在
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-
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近
'世
に
人
つ
て
‘も
猶
ほ
種
.
’な
る
社
會
隙
級
の
晰
に
於
け
る
輿
論
は
依
然
と
し
て
消
費
の
項
目
■及
び
方
法
に
對
し
て
著
大
た
る
影
響 

'を
有
し
て
ば
吾
つ
た
が
、
而
も
、
進
步
的
社
會
に
於
い
て
ゆ
突
易
及
汉
坐
銪
と
等
4
く
消
費
も
亦
次
第
に「

自
由
放
任」

に
婆
せ
ら
る
、 

所
大
太
ら
ん
と
す
る
：
の
傾
斯
が
存
し
七
居
つ
た
。
杏
典
的
經

.濟
學
者
は
消
費
'の
洎
由
を
宣
言
1>
た
0
’ア
グ
令
ス
ミ
ス
は
1奢
惨
禁
止
法 

-

に
依
り
、
•蒞
し
く
は
外
阈
密
修
品

(
の
輪
入
そ
禁
止
す
る
に
说
つ
て
ノ
私
人
民
如
經
濟
を
監
視
し
而
し
で
狹
れ
等
の
經
費
を
抑
制
せ
ん
こ 

と
を
命
國
す
る
は
國
麦
％
大
|

窆い
筋違
ひで

f

僧
越
I

i

考i

る
の
極
端
に
馳
其
。
ス
i

に
從 

,
へ
ば
、
貧
れ
等
は
彼
れ
等
自
身
贫
に
、
而
し
て
何
等
の
例
.外

も

な

，く

、
，
社

會

.^
於
け
る
最
大
’な
る
浪
.毁
蔣
で
れ
る
。

「

狼
れ
等
^
し
て 

'
彼
れ
等
自
己
•
の
費
用
を
深
く

注
意
せ
し
め
お
、然
ら
ば
、、'彼
れ
，等
は
安
ん
じ
て
.私
人
民
の
費
用
七
彼
れ
等
に
委
す
る
を
得
可
き
で
あ
る
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彼
れ
等
自
身
.の
放
雜
が
歐
家
を
勝
亡
せ
し
め
-
こ̂
.と
が
な
.ぃ
な
ら
ば
、
彼
れ
等
の
臣
民
(0
.其
れ
は
決
し
て
國
恭
を
減
亡
せ
し
め
I
こ
と 
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史
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榮
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斯
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初
1
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要
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こ
と
な
き
も
の
と
思
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，後
し
な
が
ら
、
' 其
§

に
‘至
っ
て
先
づ
交
易
及
.び
生
痒
の
方
亂
に
現
队
た
反
動
は
纏
が
.て
消
費
.ぶ
面

.受

及

老

と

、
な
づ
た
。

f

な
る
自
由
®
|的
な
社
會
に
於
>
て
4
政
府
が
其
.の
ん
民
の
1

の
±
に
直
掇
若
し
<
は
間
接
の
‘
^

を̂
加
べ
ぞ
る
，も
の
.は
存
し
な
か 

つ
た
で
^
fe
-
ぅ
。
彿
に
，消
^
者
自
身
が
自
己
の
鳳
利
寄
の
‘最
良
な
'る
判
官
た
る
！
；，と
な
く
、

\
叉

消

|
!
!
:
せ
?>
'
る
、
物

品

の2̂

直
を
疋
し 

く
判
斷
す
る
こ
ど
能
，は
ざ
る
場
合
.に
玲
い
て
’其
の
管
理
が
正
當
視
せ
ら
れ
.̂
け
^

^
^;
?>
'
ぬ
こ
.と
，が
电
張
せ
ら
れ
る
0
,
‘敗
苻
は
叉
、
主 

，と
し
て
課
税
、
に

ょ

つ

て

間

接

に

消

費

‘

S
、

上
.に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
ぁ
る
0
,
. ニ；免
の
租
稅
は
特
に
其
の
'I
會
的
影
昏
令
目
的
と
し
て
提 

唱
せ
ら
れ
る
。
現
在
、
二
^
の
^
移
品
に
對
し
そ
行
は
.れ
つ
、
龙
名
課
税
は
多
;<
ほ
«
庫
收
人
の
目
管
故
つ
て
す
る
も
の
，で
は
ぁ
る 

が
*
而
も
亦
•、
多
少
の
瑕
度
に
於
v
'
v奢
侈
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法
的
性
質
ぶ
具
有
す
る
。
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費
の
過
程
が
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民
の
if
l
JB
わ
友
被
す
歡
響
は
常
に
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察
の
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象
'と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
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は
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活
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じ
め
ら
る
f

と
が
な
か
-り
た
の
で
か
る
が
、
而
も
一
部
ひ
策
濟
學
乾
は
^
佐
を
以
ク
て
縱
令
ひ
法
律
れ
カ
に
侬
つ
七
禁
止
ぜ
ら
れ
な 

.
け
れ
ば
な
ら
ぬ
罪
¥
:で
，.ぁ
る
と
&

卿
さ
な
い
乾
^(
、
少
く
と
も
經
濟
裂
の
'名
.に

於

，い

て

嫌

擊

を

加

へ

ら

：
れ
な
け
，
れ

ば

な

ら

ぬ
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.

今
日
の
坐
糜
に
は
其
の
.方

向

、
を

誤

つ

，

.た
^

.<
7
)ザ
馮
だ
多
い
,°
現

在

存

在

し

、
つ

、

ぁ

る

財

«-
-及
び
利
用
^
«
る
张
鹿
カ
に
は
一
定
の
限
度 

が
存
す
る
が
，故
に
"、
ゆ
’數
の
富
裕
苕
を
.
.:
b
て
其
か
濟
恢
を
琐
ら
，に
し
、

.必

要

以
;^
の
欲
望§:
-
-
‘
滿
足
，せ-し
む
る
が
爲„め
に
，、
多
數
免
衆
の 

"必
要
诚
く
可
か̂
ざ

る

褙

費

を

危

ふ

か

ら

じ

む

ザ

き

で

湫

な

^

而
し
す
又
ィ
漱
費
の
爲
め
に
有
用
な
义
財
复
の
現
存
高
か
ら
最
大
可
能 

な
‘る
滿
龙
を
取
得
す
る
4
と
が
®
敷
で
^r

る
と
等
し
ぐ
' 
一
定
ガ
滿
延
^'
取

得

す

る

於

爲

め

，に
努
カ
、の
，最

小

1̂

^

る
投
費
を
以
つ
ズ 

生

產

せ

ら

れ

他

る'»
貨
を
選
揭
す
名
バ
こ
‘と
：も
亦
重
耍
で
ぁ
'る
0
吾
人
は
吾
，
-
<の
欲
望
ゎ«'
な
る
、變

逬^ \
_
づ
で
何
等
#
費
の
快
感
を
減 

少
す
る
，と
と
な
く
し
て
費
用

^
減
少
し
他
る
場
合
ひ
存
す
る
こ
と
を
認
め
な
け
^-
城
な
ら
ぬ
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方
敗
の
■變
跖
i
等
し
く
有
效
に
經
濟
的
，福
利
を
續
加
す
、る

こ
|

,
る
矿
身
.で
ぁ
る
。
^
濟
的
，企
»
の
.启
由
に
基
礎
を
置
い
'
,た
福
利
;

 

論
は
叉
'
,國
货

ま

窗
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A道
義
的
及
び
；•
美
例
汽
度
ょ
り> -
.る
，
批

判

を

喚,«
し
た
0 

.
福
利
^
坐
齡
1
の

品

質

.^
優
秀
と
、
，谓
な
る
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金
錢
，上
の
動
機d)

み
f

っ
セ
誘
缵
せ
。

る
 

>
こ
ど
の
な
い
趣
味
と
^
包
寬
'す
る
'も
' の
と
宣
言
せ
•ら
れ
た
。
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^
選
擇
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の
截
類
は
^
れ
，の
所
'得
，や

高

に
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.ヤ
る
0種
ル

，な̂

社

會

階
«
が

其

の

救

費

を

,
單
に
現

在 

的
快
泰
を
與
ふ
る
に
過
.ぎ
.ざ
名
物
件
と
體
ヵ
及
，ひ
，'精
神
力
'を
®
成
す
'る
に
資
.す
る
物
件
と
、の
•個
に
_、
叉
低
級
な
‘る
-钬
望
免
滿
足
せ
し
- ̂

る
も
わ
と
高
等
な
，る
欲
望
を
刺
戟
し
養
成
す
-る
-も
の
と
の
間
に
分
配
す
る
割
合
を
調
森
せ
义
と
す
る
極
め
て
萆
要
に
し
ズ
而
も
闲
難
な 

>る
努
力
が
行
は
れ
た
。
夙
に
英
國
夢
働
階
級
の
坐
.活
狀
賭
を
.調
^
せ
ん
と
せ
る
者
に
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リ
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っ
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丨
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ン
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千
七
苜
九
^
七
年
に
出
版
せ
^
れ
て
ゐ
る
1

此
'の
‘先
;̂
者
の
，事
#
は
,
十 

九
世
紀
中
葉
の
銃
計
學
者
を
鼓
舞
し
、
白
却
義
の
社
會
統
牝
學
賓
-^
ク
タ
‘ぺ
シ
オ.
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及
级
其
の
他
中
先
統
It
婆
員
會
を
I
成
す
る
人
.々
に
ょ
っ
て
計
寶
せ
ら
れ
一
千
八
百
五-r

五
年
にH- 

知
せ
ら
れ

.た
白
‘丹
義
政
府
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初
の
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活
費
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蘂
せ
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は
、 

_勞
働
階
級
に
員
す
を
各
個
の
家
族
を
取
り
极
へ
^
モ
ノ
グ
？
フ
を
萆
し
、
，単
に
.其
，の
歷
史
を
詳
細
|?
:
說
き
、_其
の
生
，活
の
方‘法
を
叙
し
、 

，
而
し
‘て
齡
の
生
計
の
資
頌
を
解
析
す
る
の
み
で
な
く
、
複
式
簿
記
ゐ
二
«

に
於
•，い
て

其

の'日
々
の
，■生
活
を
慨
括
I

-、經
費
の
，各
項
目
を 

>愼
韋

に

收

入i
對
比
均
衡
，せ
し
め
ん
ヒ
と
を
企
圖
し
た
。
彼
れ
は
一
千
八
西
五
十
五
年
にLes. 

o

l

s

-

l

^

p

の
題
下
に
斯

.く
の
如
き
モ
ノ
グ
‘ラ
フ
を
.一

潘
に
羅
輯
し
て
出
版
し
た
。(

一
予
八
亩
七
.十
七
年
か
ら「

九
年
.に
亙
つ
て
發
表
せ
ら
れ
た
第
ニ
版
は
六
卷 

か
ら
成
る)

0次
い
*で
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獨

逸

の

統
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齋
者
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に

鳥

す

，
る

家

族

^
坐
許
费
に
就
'いV

精
锻
な
る
硏
究
を
行b

、
’

一
 
序

五

•十
*
年̂
^
於
け
る
各
,
級H

屬
す
る
家
族Q

種
々
な 

る
目
的
に
對
^
る
經
费
め
割
合
を
示
す
表
を
作
成
し
、
消
費
‘の
狐
究
に
微
評
1
使
用
す
る
の
效
果
多
き
こ
と
5:
.明
か
に
1
た
？
而
し
て 

彼
れ
は
®
れ

よ

-^
し
•て
所
謂「

エ
ン
ゲ
ル
の
法
則」

なV

も
の
を
引
き
出
し
た
，の
で
あ
る
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和
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特
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交
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、
；体
養
、
娛
樂
、
保
健
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び
衛
生
等
の
方
面
に
於
い
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個
#
の
_

®
牌
に
：

し

ヘ

沒
^

/の
給
付
能
力
の
總
括
に
依
つ
て
^
！個
人
に
消
費
の
機
會
を
與
へ
るr

共
同
經
濟
的
消
赀」
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n
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が
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^
に
其
'の
範
圍
を
.撰
張
し
な
け
れ
ば
、な
^

b

-̂:

か
つ
た
の
で
あ
る
。

消
费
統
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s
人
民
の
大
#
數

に

就

き

其

，の
物
質
的
往
洁
の
有

_用
だ
.る
輪
郭
1
與
へ
名
も
の
^-
あ
る
。
沿
免
は
分
配
に
よ
つ
て
決
t
せ 

ら
る
1
斯
^

4
で
あ
る
、か
ら
ノ
_
が
て
又
、
欺
れ
自
體
國
！k

汾
配
の
態
德
に
關
す
名
最
良
■の
徵
嚴
た
る
も
の
で
あ
る
。
相
異
な
る
國
民 

の
、
若
し
く
^
£相
異
な
る
時
代
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